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0矢睡っていたが曲容

はさっぱりてかからな

かった。

②憔人的には選手に

選んでいただき感謝

してます。
全体 義もただ と書|1練 :こ 真面 躍に参加 され

て いる方 と全 く参旗 されな しヽ方 と二つ

に分かれて しまった。

3自 動車板金塗装業 _……………………
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已隆魃
鶯蝙 冬大

0消 防団入るま峰難
らなかった。

②火災が jF_き た E寺 の

i肖 火 :こ 対する流れ翁

‡つを学べたことが

良しヽ経験になったと

思いましたG

O大学生   _.
ヽ

吻颯釉
嘔慧褥 浴

0鐘 りま‐_lん ‐t‐ した.
②‡つ lつ の動き、
所作な どを考えなが

ら練習 したことは貴

重な経験 とな りまし

た。

③幼稚国で働しヽてしヽ

ます

辣 釉
鍼隆 隋―

①知ってしヽた

②班員 との連帯感、

帰属意識が高まった。

‐

会社員

  11

饂饒ま鷺麒洟辣浴楊纂憫蝙

消防操法 |よ 、災書現場での確実な活

動につながる極蜂て重要な纂礎披

術です。

今懸∽本会を通 じて、青葉区の代表

′として裁場した圏員の管 さまの真

鷲 浦監 眈 竜優 ピ FFる キ

①矢翼りませんで し

た。最初は操法朧場
メンバーと して濃防

蔭 :こ 誘 わ れ ま した

が、有意義な訂il練 が

で き、今では入 って

良かった と思 ってい

ます。

②今まで以上に他の団員と絆が深くなった気がしま

す。そのおかげで、消防理の催し物に対して積極的
すこ参カロできるようになりました。

③リフォーム関係の仕事
蝙 仁
薦籐 鵞

0暉 (国 員の先
輩から):ま 間 しヽ

て しヽましたが、

諷羊 し く |ま 矢働 リ

ませんで した。

②補員で した

が、いい経験さ

せてもらえま

した。

e曲 営業(サービス業)

参加された選手て回員をはじめ、ご

家族、消防署職員、地域
。曲治会の管

様 ,こ 感謝しヽたします。素鏡らしい姿

'こ

感激 しました。操法は競技ではな

く、安全な機材操作と消火を身 :こ つ

鷺 猾 鐵 崎‐‐1‐ず
-3‐
ぽ

豊
盛

褥

操法大会を終え、口冬蒻辣により管さんヘコメントをいただきまなた   '
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